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熊本県広報誌�
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「県からのたより」は県内すべての世帯にお届けしています。（4月・6月・8月・10月・12月・2月発行）�

◎熊本県の人口（2月1日推計）　1,860,234人　男 878,273人　女981,961人�

No.30
月号�

  ●発行／ 熊本県広報課�

4
2002

県からのお知らせ�

主な記事�

6
郷づくり通信・来て見てだより�8

特集2／くまもと県民交流館「パレア」がオープン！�5

特集1／平成14年度予算と財政健全化�2

お知らせ・知りたい！県庁�7
くに�

熊本都市圏と県内主要都市を90分で結ぶ「90分構想」達成に向け、�

整備を進めている熊本天草幹線道路の1区間、�

「松島有料道路」がいよいよ開通します。�

天草へお出かけの際には、ぜひご利用ください！�

熊本都市圏と県内主要都市を90分で結ぶ「90分構想」達成に向け、�

整備を進めている熊本天草幹線道路の1区間、�

「松島有料道路」がいよいよ開通します。�

天草へお出かけの際には、ぜひご利用ください！�

※歩行者、自転車、原動機付自転車、�
　125cc以下の自動二輪などは通行できません。�

軽自動車など� 150円�
大型車（Ⅱ）� 700円�
大型車（Ⅰ）� 300円�
普　通　車� 200円�

■通行料金�
天草五橋2号橋�

至三角町�

至
本
渡
市�

3号橋�

4号橋�

5号橋�

松
島
有
料
道
路�

266

324 松島町役場�
　　　●�
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平
成
十
四
年
度
予
算
と
財
政
健
全
化�
平
成
十
四
年
度
予
算
と
財
政
健
全
化�
特集1
新
年
度
（
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
）
の
県
の
当
初
予
算
の
概
要
と
、財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。�

予
算
編
成
の
基
本
方
針

○
　
平
成
十
四
年
度
の
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、「
財
政
健
全

化
」
計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め

る
と
と
も
に
、
県
の
施
策
の
成
果
を
客
観
的
に
評

価
し
、
併
せ
て
組
織
の
あ
り
方
や
事
務
の
進
め
方

な
ど
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
徹
底

的
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
県
政
の
喫
緊

き
っ
き
ん

の
重
要
課
題
で
あ
る

「
雇
用
創
出
」
と
「
有
明
海
・
八
代
海
再
生
」
へ

の
取
り
組
み
や
、
県
総
合
計
画
の
「
21
世
紀
へ
の

挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
に
弾
み
を
つ
け
る

五
つ
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
特

段
の
重
点
化
を
図
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
も
、
重
要
政
策
課
題
を
重
点
的
か
つ
着
実
に

推
進
す
る
予
算
と
な
る
よ
う
編
成
し
ま
し
た
。

喫
緊
の
重
要
課
題
と
し
て

全
庁
横
断
的
、総
合
的
に
取
り
組
む
施
策

■
雇
用
創
出
　
　
　
　
二
百
四
十
五
億
四
千
八
百
万
円

○
　
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
雇
用

創
出
を
進
め
る
た
め
、「
熊
本
県
雇
用
創
出
対
策
」

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
図
り
ま
す
。

○
　
地
場
企
業
の
経
営
革
新
な
ど
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
支
援
し
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
や
技
術
革
新
に

よ
る
新
産
業
の
創
出
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中

心
市
街
地
な
ど
商
店
街
の
活
性
化
や
、
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
技
術
研
修
や
職
業
教
育

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
再
就
職
が
厳
し
い
中
高
年

■
ゆ
と
り
創
造
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン

二
十
六
億
四
千
七
百
万
円

○
　
子
育
て
や
介
護
の
負
担
な
ど
か
ら
一
時
的
に
親

や
家
族
を
解
放
し
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
創
出
す
る

レ※
１

ス
パ
イ
ト
ケ
ア
施
策
に
総
合
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
　
子
育
て
応
援
団
を
引
き
続
き
支
援
し
、
小
児
救

急
医
療
体
制
の
整
備
や
子
育
て
に
係
る
精
神
的
・

経
済
的
負
担
を
緩
和
す
る
施
策
を
拡
充
し
ま
す
。

○
　
公
営
住
宅
な
ど
の
ユ※

２

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

の
推
進
な
ど
、
子
育
て
・
介
護
環
境
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
職
場
・
地
域
に
お
け
る

子
育
て
・
介
護
意
識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

■
新
幹
線
ゆ
め
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン

六
百
万
円

○
　
多
く
の
県
民
が
参
加
し
て
、

開
通
後
の
地
域
の
展
望
を

持
つ
と
と
も
に
、
そ
の

活
用
策
な
ど
の
提
案

を
い
た
だ
く
「
新
幹

線
ゆ
め
語
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
　
県
民
参
加
に
よ
る

協
議
会
を
設
置
し
、
地

域
活
性
化
の
方
策
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
化
に
よ
り
「
新
幹
線

を
活い

か
し
た
く
ま
も
と
創
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
あ
り
の
ま
ま
の
く
ま
も
と
再
発
見
一
億
九
千
三
百
万
円

○

熊
本
県
の
豊
か
な
自
然
、
お
い
し
い
水
、
多
彩
な

農
林
水
産
物
な
ど
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
て
い

く
た
め
、「※

３

地
産
地
消

ち
さ
ん
ち
し
ょ
う

運
動
」
を
展
開
し
、
県
産
農
林

水
産
物
の
県
内
で
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
　
熊
本
県
の
自
然
・
文
化
資
源
を
再
発
見
し
、そ
れ

ら
を
素
材
と
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
グ※

４

リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
　
県
内
の
小
学
生
が
水
俣
市
を
訪
問
す
る
体
験
学

習
の
支
援
、
水
俣
に
学
ぶ
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
渋
滞
ボ※

５

ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
百
一
億
二
千
五
百
万
円

○
　
都
市
圏
交
通
の
円
滑
化
、
阿
蘇
・
天
草
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
お
よ
び
第
二
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

な
ど
企
業
集
積
地
周
辺
に
お
け
る
交
通
ア
ク
セ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
　
バ
ス
交
通
優
先
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
迅
速
か

つ
的
確
な
道
路
交
通
情
報
の
提
供
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
み
ど
り
の
財
産
づ
く
り
　

二
十
億
千
八
百
万
円

○
　
熊
本
県
の
財
産
で
あ
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
を

目
指
し
、
森
林
所
有
者
な
ど
が
行
う
森
林
整
備
活

動
の
支
援
や
、
間
伐
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
県
産
材
の
供
給
体
制
整
備
や
、
需
要
拡

大
な
ど
を
進
め
ま
す
。

○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
よ
る
森
林
づ
く

り
の
推
進
や
、
県
営

都
市
公
園
の
管
理
運

営
に
モ
デ
ル
的
に
取

り
組
む
ほ
か
、
地
下

水
保
全
支
援
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

齢
者
を
試
行
的
に
就
業
さ
せ
常
用
雇
用
に
結
び
つ

け
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
緊
急
地

域
雇
用
創
出
特
別
基
金
」
を
活
用
し
て
、
効
果
的

な
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
　
雇
用
拡
大
に
取
り
組
む
中
小
企
業
に
対
す
る
新

た
な
融
資
制
度
の
創
設
な
ど
、
中
小
企
業
の
経
営

基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
有
明
海
・
八
代
海
再
生

九
十
九
億
千
二
百
万
円

○
　
有
明
海
お
よ
び
八
代
海
を
再
生
す
る
た
め
、

「
熊
本
県
有
明
海
・
八
代
海
再
生
に
向
け
た
総
合

計
画
」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
図
り
ま
す
。

○
　
海
域
へ
の
環
境
負
荷
を
抑
制
す
る
た
め
の
環
境

保
全
策
と
し
て
、
生
活
排
水
対
策
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
川
や
海
を
健
全
な
姿
で
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
県
民
運
動
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

○
　
水
産
資
源
の
回
復

策
と
し
て
、
再
生
に

向
け
た
調
査
や
藻
場

の
造
成
、
干
潟
機
能

の
回
復
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
適

正
な
養
殖
技
術
や
漁

場
環
境
改
善
の
取
り
組
み
の
徹
底
に
よ
り
、
持
続

的
生
産
が
可
能
な
養
殖
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
　
効
果
的
な
環
境
監
視
な
ど
を
行
う
た
め
、
水
質

を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
拡
充
し
ま
す
。

「
21
世
紀
へ
の
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

推
進
に
弾
み
を
つ
け
る
施
策

熊本駅付近
イメージ写真



（3） 平成14年4月発行
くまもと�

陽
春
四
月
、
新
し
く
第
一
歩
を
踏
み

出
さ
れ
た
方
々
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
は
、
夢
や
希
望
を
抱
き
、
ま

た
、
語
り
た
く
も
な
り
ま
す
。

県
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
ご
紹
介

し
た
平
成
十
四
年
度
の
県
予
算
は
、
熊

本
県
の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
水
、
豊
か

な
食
物
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
が
充
実
し
、
文
化
が

息
づ
く
熊
本
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。そ

の
た
め
に
も
、
今
後
、
各
種
施
策

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
や
行
政
改
革
を
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
五
月
に
サ
ッ
カ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
伴
う
ベ
ル
ギ
ー
チ
ー

ム
の
キ
ャ
ン
プ
、
十
月
に
技
能
五
輪
全

国
大
会
と
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
、

十
一
月
に
全
国
菓
子
大
博
覧
会
と
大
き

な
大
会
が
続
き
ま
す
。
熊
本
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

■お問い合わせ先／熊本県財政課 企画調整班 1096-383-1111（内線3273）FAX096-382-7815
電子メール zaisei@pref.kumamoto.jp

〔予算の歳入・歳出のグラフ（平成13年との比較）〕

0

歳�入�

歳�出�

そ の 他 �

商 工 費 �

衛 生 費 �

警 察 費 �

民 生 費 �

農 林 水 産 業 費 �

公 債 費 �

土 木 費 �

教 育 費 �

総 務 費 �

100,00050,000 150,000

200,000 250,000

60,265（7.4）�

30,978（3.8）�

30,243（3.7）�

58,605（7.2）�

46,231（5.7）�

63,428（7.8）�

97,046（11.9）�

120,683（14.8）�

119,233（14.7）�

186,470（22.9）�

55,414（7.0）�

29,794（3.8）�

31,363（4.0）�

35,862（4.5）�

42,017（5.3）�

64,710（8.2）�

91,866（11.6）�

123,531（15.6）�

134,755（17.0）�
183,143（23.1）�

154,075（18.9）�

263,117（32.4）�

4,688（0.6）�

4,538（0.6）�

35,123（4.3）�

32,992（4.2）�
25,072（3.1）�

24,700（3.1）�
16,685（2.1）�

20,816（2.6）�

44,970（5.5）�

46,362（5.9）�

256,371（32.4）�

111,667（13.7）�

115,648（14.6）�

157,785（19.4）�

150,634（19.0）�

140,397（17.7）�
県　　　　　　税�

諸 収 入 �

地 方 交 付 税 �
�依

　
存
　
財
　
源�

�

自
　
主
　
財
　
源�

� 地方消費税清算金�

地方譲与税、�
交通安全対策特別交付金、�
地方特例交付金�

分担金および負担金、�
使用料および手数料、�
財産収入�

繰入金、繰越金、寄附金�

県　　　　　債�

国 庫 支 出 金 �

〔 単位：百万円　（　）内は％ 〕�

平成13年度／8,132億円�

平成14年度／7,925億円�

平成13年度／8,132億円�

平成14年度／7,925億円�

（注）平成14年度は新幹線建設事業費負担金など（26,318百万円）が総務費から土木費に移管されています。�

商工費�
商業・工業の振興、中小企業対策、観光振興に
要する経費です。�

衛生費�
疾病の予防・保健などの公衆衛生、環境衛生、
医務、薬務、公害被害者救済に要する経費です。�

警察費�
犯罪捜査、防犯、交通指導取締、交通安全施設
整備、自動車運転免許に要する経費です。�

民生費�
生活保護・老人福祉・母子福祉・身体障害者福
祉などの社会福祉や社会保障に要する経費です。�

農林水産業費�
農業・畜産業・林業・水産業の振興、土地改良な
どの農業基盤整備、治山治水に要する経費です。�

公債費�
県債の元利償還金、一時借入金の利子に要す
る経費です。�

土木費�
道路・橋りょう・河川・海岸・砂防・港湾・都市計画・
住宅などの整備に要する経費です。�

教育費�
学校教育、社会教育、保健体育、私学振興など
に要する経費です。�

総務費�
県の行政組織、職員の人事、広報広聴、文書、
予算、県有財産の管理、県税の課税徴収、市町
村行政支援、消防、県政の企画、統計調査、交
通安全対策、出納事務、監査、選挙などに要す
る経費です。�

【歳出に関する用語（費目）の説明】�

その他�
●労働費／雇用対策・労働福祉・職業能力開
　　　　　発などの労働行政、労働関係調査
　　　　　などに要する経費です。�
●災害復旧費／土木・農林水産施設などの災
　　　　　　　害復旧に要する経費です。�
●諸支出金／特別会計への繰出金、利子割交�
　　　　　　付金などに要する経費です。�
●議会費／議会の活動に要する経費です。�
●予備費／事前に知ることができない経費に
　　　　　充てるものです。�

※1 レスパイトケア／子育てや介護からの一時的な解放のため、親・家族や子どもなどに対して行われるサービスのことです。
※2 ユニバーサルデザイン／年齢や性別、身体の機能や能力などにかかわらず、だれもが使いやすく、暮らしやすいまちづくりや、ものづくり、

環境づくりをしていこうという考え方です。
※3 地産地消／「地場生産－地場消費」を略した言葉で「地元で採れた産物を地元で消費する」という意味で使われています。
※4 グリーン・ツーリズム／緑豊かな農山漁村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動のことです。
※5 ボトルネック／ビンの首の部分が水の流れを制限している様子から、道路が狭くなり車の流れの妨げとなっている区間のことをいいます。

用語の説明
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■該当する項目に◯をつけ、その理由をご記入ください。�

（差し支えない範囲でお書きください。）�ご協力ありがとうございました。�

〒�

歳�

男 女 �

住
所

�

氏
名

�

ふりがな� 年
齢�

性
別�

郵 便 は が き �

8 6 2 8 7 9 0

（
受
取
人
）�

熊
本
市
水
前
寺
六
ー
一
八
ー
一�

熊
本
県
庁�

広
報
課�

行�

料金受取人払�

熊本東局�
承 認 �

3032

差出有効期間�
平成15年3月�
31日まで�

切手をはらずに�
お出しください。�（� （�

① 特集について（　　　月号特集　1　・　2　）�

　◎特集の内容へのご意見・ご感想があればご記入ください。�

おおむね理解できた　　・　　理解できなかった�

（理由）�

②「県からのたより」について�

③ そのほか、本誌に関する�
　 ご意見・ご提案があればご記入ください。�

読みやすい　　・�

（理由）�

読みにくい�

①�

②�

●お問い合わせ先
熊本県広報課
1096-385-2096

①キリトリ線に沿って切
りぬき、中央で山折りに。
②内側になる面にのりを
つけ、しっかり貼り合わ
せます。

切り取りハガキの
組み立て方

ご意見・ご感想を
お寄せください。

ご紹介した特集記事やそのほかの記事について、皆さんのご意見・ご感想などをお待ちしています。
いただいたご意見などは、今後の紙面づくりの参考とさせていただくとともに、本誌の中でご紹介させ
ていただく場合があります。
下の切り取りハガキに必要事項をご記入のうえ、お送りください。ハガキは平成15年3月31日まで

有効ですので、今回号のみでなく、6月号以降についてのご意見にもお使いください。お送りいただい
た方には、抽選で粗品を進呈します。
なお、ご意見・ご感想などは、電子メールでも受け付けています。（左下のアドレスまで）

電子メール
kouhou@pref.kumamoto.jp

県では、平成13年2月に「熊本県財政健全化計画（平成13年度～平成17年度）」を策定し財政
の健全化に取り組んでいます。ここでは、平成14年度予算編成における財政健全化の主な取
り組みと、今後5年間の中期財政見通しを紹介します。

1.平成14年度予算編成における財政健全化の主な取り組み
財政健全化計画に基づく取り組みにより、歳入面において42億円の　
財源確保を図り、歳出面においては185億円の抑制を図りました。

（1）歳入の確保 ………………………………………………42億円

●県税収入の確保……………………………………………5億円
・県下一斉休日・夜間催告および納税・相談窓口開設による徴収確　
保や滞納整理の強化など

●県有財産の売却促進………………………………………4億円
・未利用地の早期売却

●その他……………………………………………………33億円
・県営住宅使用料などの未収金の早期回収
・熊本港周辺海域漁業振興基金の活用など

（2）歳出の抑制……………………………………………185億円

●人件費……………………………………………………33億円
・職員数の削減（知事部局で45人）
・職員給与費および特別職報酬等の削減など（一般職支給額の2％削減など）

●物件費………………………………………………………3億円
・契約方法の見直しや各種業務委託の見直しなど

●補助費など…………………………………………………8億円
・各種補助金や負担金などの計画的な削減や廃止など

●投資的経費……………………………………………140億円
・一般会計の普通建設事業費で対Ｈ13年度比6.9％の減
※なお、公共事業の重点化などを図るため、事業規模がおおむね
10億円以上の大規模公共事業145件について、それぞれ見直
しを行い、そのうち11事業について事業規模などをさらに検討　
することとしました。

●その他………………………………………………………3億円
・公営企業会計への貸付金の一時休止

（3）財源不足額への対応…………………………………162億円
（1）（2）の取り組みを行っても、なお残る財源不足額（要調整額）
162億円について、次の取り組みにより収支の均衡を図りました。

・財政健全化債の発行……………………………………50億円
・特定目的基金（地域福祉基金）の臨時的活用…………5億円
・財政調整基金などの活用……………………………107億円

（4）その他の財政健全化の取り組み
●県債発行額の抑制
H13 988億円　→　H14 888億円（100億円減）
（一般会計ベースで、臨時財政対策債を除き財政健全化債を含む。）
●財政調整基金などの確保
H13 82億円　→　H14 105億円（23億円増）
（各年度当初予算編成後の年度末残高の見込額）

2. 中期財政見通し（普通会計ベース 平成14年2月試算）

（注）各数値は四捨五入の関係で、合計と一致しないカ所があります。

単位：億円�

歳入：国（H14.2：財務省）において見込まれた名目経済成長率�
　　（H15：1.25 ％、H16～：2.5％）などを参考にして推計�

歳出：過去の決算の推移および今後の財政需要を考慮して推計�

Ｈ１4 Ｈ１5 Ｈ１6 Ｈ１7 Ｈ１8
歳出　Ａ�
歳入　Ｂ 

要調整額 Ａ－Ｂ�

7,871 7,819 7,875 7,836 7,928
7,709 7,685 7,807 7,832 7,975
162 134 68  4 △47

は財政健全化期間�

 　　096-383-1111（内線3287） FAX096-382-7815

■お問い合わせ先／熊本県財政課 財政健全化対策室 �
�

※なお、詳細については、県のホームページでもご覧いただけます。�
電子メールzaisei@pref.kumamoto.jp
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■〒860-8554（住所の記入は必要ありません）
くまもと県民交流館パレア
■1096-355-1185 FAX096-355-4317
■ホームページ http://www.parea.pref.kumamoto.jp
■電子メール parea@pref.kumamoto.jp
■開館時間　9：00～21：00
◆各業務により時間が異なりますので、お手数ですが、ご確認の上　
ご利用ください。

■休館日　年末年始（12月29日～1月3日）
保守点検日（不定期、毎月1日程度）

 くまもと県民交流館�
「パレア」がオープン！�
 くまもと県民交流館�
「パレア」がオープン！�

特集�
2

パレアでは次の施設が利用できます� パレアの各センターでは、次の業務を行っています�

■有料施設使用料�

■無料施設�

多目的スタジオ�

音楽室 D

音楽室 P

和室�10F

会議室 7・8

会議室 6

パレアホール�

会議室 5

会議室 2・3・49F

会議室 1

階数� 施 設 名 �

定　 員�
（人）�
机・いす�
利用時�

使 用 料金（円）�

－�

－�

－�

36

各45

24

312

10

各45

123

1,800

1,400

3,500

5,700

4,000

2,200

19,600

1,300

3,600

7,200

午前9時から�
正午まで�

午後1時から�
午後5時まで�

午後6時から�
午後9時まで�

2,400

1,800

4,700

7,600

5,300

3,000

26,200

1,700

4,800

9,600

1,800

1,400

3,500

5,700

4,000

2,200

19,600

1,300

3,600

7,200

午前� 午後� 夜間�

※有料の催しなどにご利用される場合は、上記金額の2倍の使用料をいただくことがあります。�
　詳細はお問い合わせください。�

9F 自主的な活動・交流、研修、�会議にご活用いただけます。�

10F 大小会議室や映像編集室、�和室、音楽室を備えています。�

●パレアルーム①�
NPO・ボランティア
団体、男女共同参画
社会を目指す団体
などのミーティン
グや資料作成など
自発的な活動をサ
ポートする施設で
す。NPO法人化の相
談にも応じます。�

●パレアロビー②�
団体活動、作品展示
などの発表の場、語
らいの場として提
供しています。�

●情報ライブラリー③�
男女共同参画、生涯学習
に関する行政資料の閲覧、
書籍・ビデオの視聴、貸出
ができます。�

●印刷製本室④�
印刷・製本機の使用には
用紙とインク代など実費
相当額が必要です。�

〔お問い合わせ　  096-355-4300〕�

　4月1日、熊本市手取本町地区の市街地再開発ビル「テトリア熊本」の9階
と10階にくまもと県民交流館「パレア」がオープンしました。�
　「パレア」は、ＮＰＯ・ボランティア、
男女共同参画社会づくり、生涯学習など、
県民の皆さんの自発的で主体的なさ
まざまな活動を支援するとともに、就
業へのサポート機能を併せ持つ拠点
施設です。�
　また、「テトリア熊本」1階には、「観
光物産交流スクエア」も併設しました。�
　皆さんのご来館をお待ちしています。�

電車通り側�

電車通り側�

② パレアロビー�
総合受付�

会議室�
3

会議室�
4

会議室�
1

会議室�
2

会議室�
6

会議室�
7

会議室�
8

音楽室�
P

音楽室 D音楽室 D

和室�

こども�
室�

事務室�

授乳室�
印刷製本室�印刷製本室�会議室 5

③�
情報�
ライブ�
ラリー�

①�
パレア�
ルーム�

多目的スタジオ�

映像編集室�

パレアホール�

④�

A

B

D

C

●特定非営利活動促進法（NPO法）認証事務を行うほか、NPOやボランテ
ィアと行政の協働による、さまざまな活動の実現を目指します。

お問い合わせ先 1096-355-1186 FAX096-355-4318
NPO・ボランティア協働センター（9F）

NPO・ボランティア活動相談　1・FAX 同上

●男女共同参画社会の実現に向けたシンポジウムや講座の開催、情報の収集
と提供、人材の育成、相談、調査研究などの事業を行います。

※女性が抱えるさまざまな悩みや問題についての相談に応じます。

お問い合わせ先 1096-355-1187 FAX096-355-4317
男女共同参画センター（9F）

女性総合相談（県庁から移転） 1096-355-2223

●県民カレッジの運営をはじめ生涯学習の情報提供、学習相談などを行い
ます。また、視聴覚教材の貸出なども行います。

お問い合わせ先 1096-355-4312 FAX096-355-4317
生涯学習推進センター（9F）

生涯学習相談（県立図書館から移転） 1・FAX096-355-4308

●就業に関する情報提供を行うとともに、「育児や介護などを理由に退職した方　
で再就業を希望する方」や「就業経験のない方」などで雇用保険受給の対象と　
ならない方に対して、就業に関する相談・助言および技術講習を実施します。

お問い合わせ先 1096-355-4309 FAX096-355-4317

●観光、物産、産業における情報発信スペース。旬の特産品の販売や各地の　
観光PRなど、週替わりでイベントが開催されます。

お問い合わせ先 1096-212-3040 FAX096-212-3139
観光物産交流スクエア（1F）

しごと支援センター（9F）

就業に関する相談（鶴屋8階ウイミングが移転） 1096-355-2224

白川�
●国民生活金融公庫�

県商工会館●�

鶴屋  ●�
百貨店�

国
道
３
号
線�

水道町電停�

A

B

C

D
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5月30日（木）以降に建物の解体工事などを行う場
合は、工事に取りかかる7日前までに、各地域振興局
（熊本市・八代市の場合はそれぞれの市役所）の建築確
認担当窓口に「届出書」を提出してください。

建物の解体工事などを行う
場 合 は「 届 出 」が 必 要 で す

パ ス ポ ー ト 受 付 窓 口 の
取り扱い時間を延長しました

卸売・小売業を営まれる皆さんへ
商業統計調査についてのお願い

■県庁旅券センター
取扱時間／午前9時～午後4時30分

（火曜・木曜は交付のみ午後7時まで）
◯交付時間延長日（これまでは金曜日）が変更にな
っていますので、ご注意ください。

■各地域振興局旅券窓口
取扱時間／午前9時～午後4時30分

（交付のみ午後5時まで）
※どちらも土・日・祝日・年末年始
はお休み

身近な地域の課題について、その地域にお住まいの
方からご提案をいただくため、各地域振興局ごとに
「地域県政モニター制度」を設けています。募集する
人数や応募方法など詳しくはお
住まいの地域振興局までお尋ね
ください。また、熊本市にお住
まいの方は、熊本県広報課まで
お尋ねください。

県からのお知らせ�県からのお知らせ�

商業統計調査が、6月1日（土）現在で全国一斉に実
施されます。調査員がお伺いしますので、ご協力をお
願いします。
個々の調査内容については秘密が守られます。

熊本県広報課 報道・広聴班
1096-383-1111（内線3134）
FAX096-386-2040
電子メール kouhou@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県土木技術管理室 技術指導係
1096-383-1111（内線6055）
FAX096-381-0570
電子メール dogikanri@pref.kumamoto.jp

■キャリア形成促進助成金について
雇用・能力開発機構熊本センター
キャリア形成支援コーナー
1096-386-0355 FAX096-386-5104
ホームページhttp://www.ehdo.go.jp/kumamoto

■生涯能力開発給付金などについて
熊本県職業能力開発課 能力開発係
1096-383-1111（内線5254）
FAX096-387-5869
電子メール shokunoukaihatsu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

平成14年度くまもと女性特派員
を 募 集 し ま す

「生涯能力開発給付金」と「認定訓練派遣等給付金」
は、平成13年度で終了し、従業員の方が、自発的に
職業能力の開発や
向上に取り組める
ように援助をされ
る事業主の方に対
して「キャリア形成
促進助成金」が創設
されました。

熊本県広報課 企画・広報班
1096-383-1111（内線3132）
FAX096-386-2040
電子メール kouhou@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県統計調査課 教育商工班
1096-383-1111（内線3611）
FAX096-384-7544
電子メール toukeichousa@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

自動車税にグリーン化税制が
適 用 さ れ ま す

自動車税のグリ
ーン化税制とは、
環境への配慮から、
燃費・排出ガス性
能や年式に応じて
自動車税が増減さ
れる、今年度から
の新しい制度です。

●平成13年度および14年度に新規登録された、燃費・
排出ガス性能のよい新車／排出ガス性能に応じて
約50％～13％減額（登録の翌年度から2年間）
●新車登録から11年を過ぎたディーゼル車、新車登
録から13年を過ぎたガソリン車／約10％増額

※自動車税の納税通知書を5月初めにお届けします。
納期限の5月31日（金）までに、お近くの金融機関や
県の出先機関の税務課で納付してください。

熊本県自動車税事務所
1096-368-4020
FAX096-368-2299
電子メール jidousyazei@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

お年寄りや障害のある方がいき
いきと暮らせる社会をめざして

熊本県健康福祉政策課 やさしいまちづくり班
1096-383-1111（内線7024）
FAX096-384-9870
電子メール kenkoufukushi@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

5月1日から天草下島横断有料
道 路 が 無 料 に な り ま す

熊本県企業局経営課 経営第一班
1096-383-1111（内線6403）
FAX096-384-9114
電子メール keiei@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

従業員教育への支援について
の お 知 ら せ

今後9年間に取り組む“高齢者や障害者にやさしい
まちづくり”の指針となる計画を改定しました。
お年寄りや障害のある方の自立や社会参加を進める

ため、意識づくり、雇用や教育における制度の充実、
建物・道路の整備などに取り組んでいきます。皆さん
のご協力をお願いします。

お問い合わせ先

至三角町�

天草上島�本渡市●�

下田温泉●�

高浜●�

牛深市●�

324

324

389

266

266

天草下島�
横断有料道路�

◎募集する地域振興局と募集人数�

（0968）44-2111（内線355）�

（0968）25-4111（内線391）�

（096）282-2111（内線501）�

（0966）82-3111（内線306）�

（096）383-1111（内線3134）�

2 ～ 3 人 �

5　人�

4 人 程 度 �

8　人�

15人程度�

鹿 本 �

菊 池 �

上 益 城 �

芦 北 �

熊 本 市 �

地域振興局�募集人数� 電話番号�

平成14年度地域県政モニター
を 募 集 し ま す

県の広報誌や広報番組を通して、女性の視点でとら
えた県政の動きを広報してください。
●募集人員／4人
●活動期間／平成14年6月1日～平成15年3月31日
●応募資格／県内にお住まいの20歳以上の女性

（平成14年4月1日現在）
●募集期間／4月1日（月）～15日（月）
●提出書類／①「私が特派員としてやりたいこと」を

テーマに800字以内にまとめたもの
②履歴書1通を次まで郵送または持参

●提 出 先／〒862-8570 熊本県広報課
「くまもと女性特派員」募集係まで

長い間、有料道路
としてご利用いただ
き、ありがとうござ
いました。

熊本県庁旅券センター
1096-382-8210
電子メール ryokense@pref.kumamoto.jp
各地域振興局総務課の旅券窓口
テレホンサービス1096-364-8480

お 問 い
合わせ先
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イ ベ ン ト 紹 介 参 加 者 募 集

●期日／4月28日（日）午前10時～午後3時
●会場／天草郡新和町の竜洞山（りゅうとうざん）

「みどりの村」一帯

森の中でゲ
ームやクラフ
ト、炭焼き、
間伐材の魚礁
づくりなどを
体験しなが
ら、森林の役
割や働きなど
について学び
ませんか。

くまもと緑の祭典インあまくさ

●県職員（大卒程度）／5月7日～5月24日
●警察官（警察官A）／5月7日～5月31日
●警察官（警察官B〔臨時〕）／5月7日～5月31日
試験案内・受験申込書は、4月19日（金）から県庁受付、
各地域振興局などで配布を始めます。

〔申し込み受け付け期間〕

熊本県職員および警察官採用
試 験 の ご 案 内

天草地域振興局 林務課 森林保全係
10969-22-4371
FAX0969-23-8513
電子メール amanourinmu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県生涯学習推進センター
1096-355-4312
FAX096-355-4317
電子メール manabi@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県人事委員会事務局総務課 任用係
1096-383-1111（内線6834）
FAX096-387-4813
電子メール jinisoumu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

県民の皆さんの生
涯学習を応援するた
め、市町村や大学な
どと協力して、いろ
いろな講座や研修な
どの学習機会を提供
します。実施メニュ
ーなど詳しい資料を
ご希望の方は、下記
または県教育事務所
までお問い合わせく
ださい。

くまもと県民カレッジ5月開講
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熊本県警察本部 生活安全企画課 地域安全対策室
1096-381-0110（内線3053）
または　各警察署の生活安全課

お問い合わせ先

熊本県交通対策総室 新幹線・並行在来線対策室
1096-383-1111（内線3560）FAX096-385-4815
電子メール koutsuutaisaku@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

「県からのたより」●偶数月発行
「コラためんなる」●奇数月発行

「点字版・録音版広報誌」
●「県からのたより」「コラためんなる」の
点字版、録音版。詳しくは、次まで。
熊本県点字図書館（1０９６-３８３-６３３３）

●県政へのご意見・ご提案などを専用の封筒と便せ
んなどで受け付けています。専用の封筒と便せん
は、市町村役場をはじめ公共施設などに置いてい
ます。

RKK
「ふれあいくまもと」
●毎週火、木、土曜日

10時25分～30分

FMK
「県庁ダイアリー」
●毎週月、水、金曜日

8時40分～45分

週刊メールマガジン「気になる！くまもと」
●毎週金曜日　無料配信中
熊本の魅力や最新情報などをいち早く電子
メールと専用サイトでお届けしています。

●内容　
・知事エッセイ（月1回）
・熊本県新着情報、イベント＆募集案内など

【配置場所】
県庁、県地域振興局、市町村
役場、主な郵便局、金融機関、
一部の書店、一部のコンビニ
エンスストア

第14号
「いろんな制度で家づくり」

広報誌 メールマガジン 知事への直行便

●電子メールによる県政へのご提言などを受け付け
ています。県庁ホームページの「ようこそ知事室」
から送信できます。

知事への提言広場

●県行政に関するご相談をお受けしています。
月～金曜日、9時～12時、13時～16時
1０９６-３８２-３５０４

県行政相談

ラジオ

●お申し込みは、次のアドレスにどうぞ。

http://www.kininaru-k.jp

http://www.pref.kumamoto.jp

県広報のご案内 県広聴制度のご案内

県庁ホームページ
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③ 001-6熊本県広報課「県からのたより」係�
〒862-8570　熊本市水前寺6丁目18番1号�
�

「県からのたより」への�
ご意見をお待ちしています。� 電子メール�

宇 城 地 域 玉 名 地 域

宇城地域には、泉質も良く、特徴のある温泉や、地元でとれた新鮮な野菜・
果物・海産物などを販売する物産施設がたくさんあり、連日、入浴客や買い物
客でにぎわっています。
熊本市から車で約1時間程度で行くことができ、家族連れやグループなどの

日帰り旅行に最適です。
春の陽気に誘われて、九州山地のハイキングや緑川流域に点在している石橋

探訪などを通じ、宇城地域の自然や文化・歴史などの魅力に触れてみませんか。
お越しの際には、さわやかな汗を流せる温泉や、春の幸満載の物産施設へもぜ
ひ、お立ち寄りください。

～三加和温泉ふるさと交流センターで上映中～
この映画は、三加和町和仁

わ に

に城跡が残る田
中城を主戦場とした「肥後国衆一揆」（1587年）
を、一人の女性の目を通して描いた作品です。
一揆では、豊臣秀吉に任命された肥後国主

佐々
さっ さ

成政
なりまさ

の検地に地元武士が反発して、わず
かの軍勢で豊臣軍1万を相手に徹底抗戦しまし
た。その時の豊臣軍の包囲網を記した陣取

じんとり

図
ず

は、現存するものでは日本最古であり、田中城
跡は平成14年3月に国指定史跡となりました。
映画は、毎日上映されていますので、ぜひ

一度ご覧ください。

■上映場所／三加和温泉ふるさと交流センター
※温泉入館料（大人300円、小学生以下200円、4歳以下無料）が必要。

■上映開始時刻／①午後1時 ②午後3時

三加和町が
映画「おんな・国

く に

衆
しゅう

一
い っ

揆
き

」を制作

5月3日（金）～5日（日）11：00～15：00
グリーンピアファミリーフェスティバル
多彩なイベントで阿蘇を満喫してみませんか。
有料：大人300円、小人150円。

■装飾古墳館（鹿本郡鹿央町）

■アスペクタ（阿蘇郡久木野村）109676-7-1161

10968-36-2151 5月3日（金）～4日（土）ふれあいファミリー
わくわく家族の楽しい
1日（親子ハイキング、
ニュースポーツ、イル
カウォッチング）を行
います。 対象：家族。
人数：120人。
有料：4,000円程度。
申込：4月20日（土）まで

（往復はがき必着）（多数の場合抽選）。
■このほかにも、いろいろな催しを行っています。
詳しくは各施設までお尋ねください。

対象：小学4年生～中学生、家族（小中学生含む）。
人数：150人。
申込：4月16日（火）～27日（土）（申込順）。
有料：2,500円程度。

家族や友だ
ちと日本一
の石段登り
に挑戦しま
せんか。夜
はキャンプ
ファイヤー
で交流を深
めましょう。

5月3日（金）～4日（土）

日本一の石段とキャンプファイヤー

■豊野少年自然の家（下益城郡豊野町）
10964-45-3855

■あしきた青少年の家（芦北郡芦北町）
10966-82-3092

■県立美術館本館（熊本市）1096-352-2111
http://www.pref.kumamoto.jp/institution/museum

■県立図書館■熊本近代文学館（熊本市）
1096-384-5000

http://www.library.pref.kumamoto.jp

http://www.pref.kumamoto.jp/construction/section/kofunkan

■菊池少年自然の家（菊池市）10968-27-0066

■天草青年の家（天草郡松島町）10969-56-1650

5月5日（日）9：30～17：00

こどもの日フェスティバル
～こどもの日は図書館で過ごそう！～
ビデオ上映会やおはなし会などで楽しもう。無料。
4月から祝（休）日も開館します。

5月12日（日）9：00～干潟どろんこ観察会
ムツゴロウやシオマネキに会える！泥まみれになる
ので着替えも必要です。 対象：親子・一般。
人数：県庁発20人、八代発20人。（多数の場合抽選）。
申込：4月22日（月）～5月4日（土）（はがき必着）。

■環境センター（水俣市） 10966-62-2000

宇城地域の温泉・
物産施設にぎわう

●お問い合わせ先／（株）肥後元気村
10968-34-4221 FAX0968-34-4224
ホームページ http://www.genkimura.co.jp

●お問い合わせ先／宇城地域観光推進協議会
10964-32-2111（内線463）FAX0964-46-1501

県施設の催しご案内�

http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/kikuchi/index.htm

http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/amakusa/index.htm

http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/toyono/index.htm

http://www.edu-c.pref.kumamoto.jp/ws/asikitay

http://www.kumamoto-eco.jp

4月9日（火）
～5月12日（日）

葉
よ う

祥明
しょうめい

展

休館：月曜日（祝日の場合は翌日、ゴールデンウィークは開館）

古代体験教室 ※開催日の2カ月前から電話予約
5月11日（土）・6月8日（土）10：00～12：00
古代勾玉（まがたま）づくり　有料：200円。

5月25日（土）10：00～12：00
縄文の布づくり　有料：300円。

6月22日（土）10：00～12：00
染め物作り　有料：300円。

http://cyber.pref.kumamoto.jp/kougei
■伝統工芸館（熊本市） 1096-324-4930

5月1日（水）～6日（月）宇土半島の工芸展
宇土半島に伝わる工芸を一堂に集めた展示即売会。無料。

5月3日（金）～5日（日）2泊3日

春の海にわくわくキャンプ
キャンプを通して、野外活動やマリン活動を楽しみ
ましょう。みんなで料理を作ったり、海での楽しい
体験ができます。
対象：小学5年生～中学生。人数：80人程度。
申込：4月17日（水）～26日（金）（申込順）。
有料：5,000円。
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5月17日（金）～26日（日）春のバラまつり
130種4,000本のバラが満開に！土日にはイベン
トも開催。入園料：大人310円、高校生以下無料。
期間中は無休。

■農業公園（カントリーパーク）
（菊池郡合志町） 1096-248-7311
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日本最古の陣取図

和仁親実役の
原田芳雄さん

辺春親行の妻
頼（より）の方役の
はた三惠さん

北 政 所 役の
潮谷知事

熊本生まれの
絵本作家で詩人
の葉 祥明展。

5月3日（金）～5日（日）

こどもの日フェスティバル
龍門ダムでボートやフィッシングなどをしながら、大
自然に触れ、野外活動の楽しさを味わってみませんか。
対象：小学3年生～中学生。人数：100人（先着順）。
申込：4月3日（水）～24日（水）。有料：4,500円程度。

有料：一般900円（700円）、高校・大学生700円（500円）
小・中学生300円 （ ）内は前売り・団体料金。

わにちかざね

へばるちかゆき

きたのまんどころ

石段の郷「佐俣の湯」
農産物直売所


